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【OHBIS】全島閲覧シート

Ⅱ．　役割分担と連携ー沖縄県病床情報共有システム（OHBIS）
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（参考）地域医療構想の推進に係るアンケート調査

‣  アンケート実施期間：令和６年８月６日～９月１０日 
‣  アンケート項目と対象：(１)地域医療構想の推進に向けた病院間連携アンケート（対象：病院）→役割分担表の更新 
　　　　　　　　　　 　　 (２)地域医療構想の推進に向けた病床整備アンケート（対象：病院・診療所）

病床整備アンケートに係る集計結果について（一部抜粋）

４．救急医療ひっ迫状況の解消について

ア 現在ある回復期病床との連携を強化し、急性期病床の回転率をあげる

イ
１次・２次救急を引き受けるサブアキュート機能を持つ病床を増やし
急性期病院に救急患者が集中することを防ぐ

ゥ 急性期病床からの転院を受け入れるポストアキュート機能を持つ病床
を増やし、急性期からの転院可能患者数を増やす

エ 在宅医療の提供体制や連携を強化することにより、救急受診数を減ら
すとともに病院からの退院患者数を増やす

オ
医療を受ける県民や、高齢者施設等の医療受療行動を変えるための取
組を行う

‣ 必要性の高い順に順位付けをして回答いただき、順位に応じたポ
イントを割り当てた重み付け順位法により数値化し、順位をつけ
た

連携強化 ｻﾌﾞｱｷｭｰﾄ整備 ﾎﾟｽﾄｱｷｭｰﾄ整備 在宅医療強化 受療行動変容

‣ 連携の強化が一番の鍵だという結果となった。 
‣ また、ポストアキュート整備・サブアキュート整備についてもほぼ同数であり、
優先順位は高いと推察される。
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๏ 病床の整備については、医療計画に定める基準病床数（全国統一の算定式により算定）を既存病床数が上回る場合、基本的には開
設・増設を許可しないことが医療法に定められている。 

๏  これまでは、基準病床数が既存病床数を超えているたため、地域医療構想で示された回復期機能を持つ病床等、整備が必要なもの
については厚生労働大臣へ協議し特例病床の適用により増床・病院開設の許可を行ってきたところである。 

๏  第８次医療計画において既存病床が基準病床が超えたことから、整備された病床の実績確認や夏に行ったアンケート調査結果を踏
まえ、今後、各地区協議会において協議を行い適切な数と機能の病床整備を進めていくこととしたい。

経 緯

No. 圏域 医療法人名 医療機関名 配分病床数 運用開始時期

1 中部医療圏 医療法人アガペ会 北中城若松病院 ２６床　 令和４年４月

2 中部医療圏 沖縄医療生活協同組合 中部協同病院 ２８床 令和４年４月

3 中部医療圏 医療法人緑水会 宜野湾記念病院 ２１床 令和５年４月

4 中部医療圏 社会医療法人敬愛会 なかがみ西病院 ９４床　 令和５年12月

5 南部医療圏 社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 ８０床 令和４年４月

6 南部医療圏 医療法人陽心会 メディカルプラザ大道中央 ６０床 令和５年４月

7 南部医療圏 医療法人はごろも会 那覇ゆい病院 １９床 令和５年12月

8 南部医療圏 沖縄医療生活協同組合 とよみ生協病院 ５２床 令和６年２月

合計 380床

Ⅲ．　病床整備
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１．地域医療構想とはChapter ２．新たな構想策定に向けて
I.　病床機能報告 
II.　医療機関機能 
III.  新たな論点　
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厚生労働省「新たな地域医療構想等に関
する検討会」のとりまとめより

๏入院医療から地
域における医療
提供体制全般へ

๏病床機能から　
医療機関機能
（役割分担）へ

๏ 市町村の参画

๏連携・再編・集
約化
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๏　「包括期機能」を踏まえ、病床機能報告の再検証 
๏　病床機能報告の見える化と、定量的基準による検証

Ⅰ．　病床機能報告
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Ⅱ．　医療機関機能報告（役割分担）



Introduction to Regional Medical Big Data by Nogizaka School 2024 19

病床機能報告・役割分担表（県）・医療機関機能の整理（暫定）
病床機能報告（国）

๏ 病棟単位 
๏１機能選択

高度急性期

急性期

回復期（包括期）

慢性期

役割分担表（県）
๏ 病院単位 
๏１機能選択

医療機関機能（国）
๏ 病院単位 
๏複数機能選択

急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、 
診療密度が特に高い医療を提供する機能

急性期の患者に対し、状態の早期安定化に向けて、 
医療を提供する機能

• 高齢者等の急性期患者について、治療と入院早期からのリハビリ等を
行い、早期の在宅復帰を目的とした治し支える医療を提供する機能 

• 急性期を経過した患者への在宅復帰に向けた医療やリハビリテーショ
ンを提供する機能 
• 特に、急性期を経過した脳血管疾患や大腿骨頚部骨折等の患者に対
し、ＡＤＬの向上や在宅復帰を目的としたリハビリテーションを集中的
に提供する機能（回復期リハビリテーション機能）

•  長期にわたり療養が必要な患者を入院させる機能 
• 長期にわたり療養が必要な重度の障害者（重度の意識障害者を含む。）、
筋ジストロフィー患者又は難病患者等を入院させる機能
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　　※　㈱日本経営・近藤氏資料を基に一部改変
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今後、特に増える医療需要

๏　高齢者救急にどう
対応していくのか

๏　在宅の医療提供体
制をどう進めていく
のか
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Ⅲ．　新たな論点
๏　外来 

๏　在宅 

๏　介護との連携

๏　精神医療の位置づけ
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最後に　‐医療における３つのプレイヤー

全員の目指すゴールは同じです


